
 

 

 

 

 

目の前にいる子どもに何らかの問題を感じたとき，われわれはその子にどのように関わればよいのでしょ

うか。子どもの育ちには，保護者だけではなく，保育士，幼稚園教諭，学校教員といった多種多様な専門職

の方々も大きく関わっています。また，近年では，専門職員と保護者との連携，専門職員相互の連携など，

さまざまな試みもおこなわれつつあります。このシンポジウムでは，特別支援教育を専門にする先生方から，

「子どもが豊かに育つために，われわれはどのようなことができるのか」という問題について，分かりやす

くお話いただきます。特別支援を受ける子どもだけではなく，通常学級に通う子どもの育ちに関わる方々に

とっても，大変有意義なお話であると思われます。皆様，どうぞ奮ってご参加ください。 

 

【日時】平成 24年 2月 11 日（土）13：30～15：30 

【会場】石川県こころの健康センター ２階 研修室 

  （〒920-8201 金沢市鞍月東 2丁目 6番地）  

【対象】どなたでも，無料でご参加いただけます 

 

【プログラム】 

司会：荒木 友希子（金沢大学 人文学類・子どものこころの発達研究センター） 

１．「この子に吃音があるかもしれないと感じた時，どのように対応すればよいか」 

小林 宏明（金沢大学 学校教育学類） 

２．「子どもに障害があることがわかった親をどのように支援すればよいか 」 

－新生児聴覚スクリーニング検査で発見された聴覚障害乳児と保護者の支援から－ 

武居 渡（金沢大学 学校教育学類） 

３．「生活世界での行動を通して内面世界を形成する教育と大人（教師・親）の役割 」 

－アスペルガー障害児との 5年間の関わりから得られたこと－ 

杉江 哲治（石川県立ろう学校） 

吉川 一義（金沢大学 学校教育学類） 

 

 

平 成 2 3 年 度  石 川 県 精 神 保 健 福 祉 協 会 研 究 会  

シ ン ポ ジ ウ ム  

「 子 ど も の 豊 か な 育 ち の た め に 」  

 

【お問い合わせ先】 

石川県こころの健康センター内 

石川県精神保健福祉協会事務局 

 

電話：076(238)5761 

ファックス：076(238)5762 


